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議　会　報　告
第2回町議会定例会は6月17日招
集され、条例の改正案、補正予算
案等を審議し、いずれも原案のと
おり可決しました。主なものは次
のとおりです。

令和3年　　令和3年　　
第2回町議会定例会第2回町議会定例会
令和3年　　
第2回町議会定例会

◆
利
尻
町
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
利
尻
町
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
が
公

布
さ
れ
た
事
に
伴
い
、
当
該
法

律
を
引
用
す
る
条
番
号
等
の
改

正
が
な
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に

伴
い
、関
連
す
る
本
町
の
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
個
人
町

民
税
の
非
課
税
限
度
額
に
お
け

る
国
外
居
住
親
族
の
取
り
扱
い

の
見
直
し
や
、
寄
附
金
税
額
控

除
に
お
け
る
特
定
公
益
増
進
法

人
等
に
対
す
る
寄
付
金
の
範
囲

の
見
直
し
、
ま
た
、
医
療
用
医

薬
品
か
ら
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で

【
条
例
改
正
】

〇
本
条
例
は
、
根
拠
法
令
で
あ

る
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
が
公
布

さ
れ
た
事
に
伴
い
、
本
町
の
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
家
庭
的

保
育
事
業
者
等
に
お
け
る
、
利

用
者
へ
の
説
明
や
同
意
等
の
諸

記
録
の
作
成
や
保
存
等
に
つ
い

て
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

及
び
事
業
者
等
の
業
務
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
書
面
に
代

え
て
電
磁
的
記
録
に
よ
る
方
法

が
認
め
ら
れ
る
事
を
踏
ま
え
、

当
該
省
令
基
準
に
従
い
、
本
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◆
利
尻
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
被
保
険
者
の
所

得
が
確
定
し
た
事
に
伴
い
、
国

保
会
計
の
健
全
運
営
を
図
る
と

と
も
に
、
国
保
被
保
険
者
の
負

担
を
考
慮
し
、
利
尻
町
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
の
答
申
を

踏
ま
え
て
、
本
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
の
税
率
等
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

購
入
で
き
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
に

転
用
さ
れ
た
医
薬
品
の
購
入
費

で
あ
る
特
定
一
般
用
医
薬
品
等

購
入
費
を
支
払
っ
た
場
合
の
医

療
費
控
除
の
特
例
に
お
い
て
、

令
和
四
年
度
ま
で
と
さ
れ
て
い

た
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
が
令
和
九
年
度
ま
で
五
年

間
延
長
す
る
等
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
行
政
手
続
き
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
事
に
伴
い
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
発
行
に
関
す
る
手
数
料
に

つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
が
定
め
る
手
数

料
を
徴
収
し
、
そ
の
事
務
を
住

所
地
市
町
村
長
に
委
託
さ
れ
る

事
と
な
っ
た
た
め
、
条
例
か
ら

番
号
利
用
法
に
規
定
さ
れ
る
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係

る
項
目
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
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一般会計補正予算（第１号）

介　護　保　険
特別会計補正予算（第１号）

8,058万3,000円

502万5,000円

37億6,872万7,000円

2億7,122万7,000円

補　正　額（増減） 予　算　総　額

【令和3年度各会計補正予算】



林
業・木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た

　
　
　
　

施
策
の
充
実・強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、
意
見
書
を
提
出
し
、
原
案
の
通
り
可
決
し

ま
し
た
。
意
見
書
を
提
出

　

本
道
の
森
林
は
全
国
の
森
林
面
積
の
約
4
分
の
1
を
占
め
、
国
土
保

全
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
等
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、

「
植
え
て
育
て
て
、
伐
っ
て
使
っ
て
、
ま
た
植
え
る
」
と
い
っ
た
森
林

資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

森
林
の
整
備
を
進
め
、
木
材
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
は
、

山
村
地
域
を
中
心
と
す
る
雇
用
・
所
得
の
拡
大
に
よ
る
地
方
創
生
に
も

大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
2
0
5
0
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
国
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、

伐
採
後
の
着
実
な
植
林
に
よ
る
森
林
の
若
返
り
や
長
期
間
炭
素
を
固
定

す
る
木
材
利
用
の
促
進
な
ど
、
全
国
一
の
森
林
資
源
を
有
す
る
北
海
道

が
森
林
吸
収
源
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
責
務
を
担
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

道
で
は
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
と
森
林
資
源
の
循
環
利

用
の
実
現
に
向
け
、
森
林
整
備
事
業
及
び
治
山
事
業
や
林
業
成
長
産
業

化
総
合
対
策
事
業
等
を
活
用
し
、
植
林
・
間
伐
や
路
網
の
整
備
、
山
地

災
害
の
防
止
、
木
造
公
共
施
設
の
整
備
、
林
業
事
業
体
の
育
成
な
ど
、

様
々
な
取
組
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
道
の
森
林
を
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
活
力
あ
る

森
林
づ
く
り
や
防
災
・
減
災
対
策
を
さ
ら
に
進
め
、
森
林
資
源
の
循
環

利
用
に
よ
る
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

施
策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

※
意
見
書
内
容
は
一
部
抜
粋

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大

臣
、
総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大
臣
、
復
興
大
臣
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松
村
議
員　

本
町
の
医
療
機
関

に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
の
入
院
病
床
が
整
備

さ
れ
、
対
応
に
あ
た
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
一
般
患
者
へ
の

入
院
や
外
来
に
影
響
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
医
師
や
看
護
師
の

確
保
は
十
分
に
で
き
て
い
る
の

か
、
町
長
に
お
尋
ね
い
た
し
ま

す
。

上
遠
野
町
長　

現
在
の
診
療
体

制
で
あ
り
ま
す
が
、
午
前
の
診

療
は
、
通
常
通
り
対
応
し
て
お

り
、
午
後
は
、
木
曜
日
を
休
診

と
し
、
現
在
は
月
曜
日
の
み
診

療
を
し
て
い
ま
す
。
発
熱
外
来

は
事
前
の
電
話
連
絡
に
よ
り
、

午
後
二
時
か
ら
午
後
三
時
に
受

付
を
し
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
の
入
院
病
床
で
す
が
、

従
来
は
一
般
入
院
病
床
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

松
村
栄
悦　
議
員

十
五
室
、
四
十
二
床
あ
り
ま
す

が
、
一
般
病
床
を
七
室
、
十
七

床
と
し
、
既
存
の
病
床
の
内
、

八
室
、
二
十
五
床
を
コ
ロ
ナ
専

用
病
床
と
し
て
感
染
拡
大
を
防

ぎ
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
現
状

に
あ
り
ま
す
。

　

病
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

室
一
名
が
原
則
で
あ
る
た
め
、

現
在
は
八
名
に
対
応
す
る
体
制

を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、

現
在
入
院
が
必
要
な
患
者
に
対

し
て
制
限
を
加
え
て
い
る
事
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
一
般

患
者
に
影
響
を
与
え
て
い
る
事

は
な
い
と
、
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
ま
で
の
入
院

等
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

詳
し
く
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん

が
、
現
在
の
利
用
は
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
医
師
や
看
護
師
の

体
制
で
す
が
、
医
師
は
淺
井
院

長
が
中
心
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
患

一　
　

般　
　

質　
　

問

者
の
対
応
に
あ
た
り
、
他
二
名

の
常
勤
医
で
一
般
患
者
の
診
察

に
あ
た
っ
て
お
り
、
感
染
の
疑

い
が
あ
る
患
者
が
来
院
す
る
度

に
三
名
の
常
勤
医
が
交
代
で
検

体
採
取
を
行
っ
て
い
る
現
状
で

あ
り
ま
す
。

　

看
護
師
に
つ
い
て
は
、
通
常

時
は
病
棟
看
護
師
十
六
名
で
対

応
し
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

患
者
対
応
時
に
は
一
名
を
増
員

し
、
一
般
病
棟
十
名
、
コ
ロ
ナ

病
棟
七
名
の
体
制
で
対
応
し
て

お
り
、
患
者
発
生
の
時
に
は
通

常
の
勤
務
体
制
に
加
え
、
コ
ロ

ナ
病
床
へ
の
勤
務
体
制
と
な
る

た
め
、
看
護
師
不
足
の
状
況
と

な
り
、
そ
の
た
め
一
人
一
人
の

業
務
量
が
増
加
し
、
連
続
勤
務

が
続
き
、
看
護
師
の
疲
弊
が
溜

ま
る
と
い
う
悪
循
環
と
な
っ
て

い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
応
援
看
護

師
が
見
つ
か
っ
て
も
院
内
対
応

が
で
き
る
ま
で
数
週
間
か
か
る

た
め
、
す
ぐ
即
戦
力
に
は
な
ら

ず
、
簡
単
に
は
看
護
師
の
補
充

が
で
き
な
い
事
か
ら
、
当
分
は

現
状
の
体
制
で
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、

コ
ロ
ナ
発
生
時
に
は
看
護
師
が
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不
足
す
る
現
状
に
あ
り
ま
す
の

で
、
医
療
現
場
に
は
感
染
拡
大

や
医
療
事
故
等
に
十
分
配
慮
し

な
が
ら
万
全
の
体
制
を
取
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
村
議
員　

今
後
、
本
町
に
お

い
て
コ
ロ
ナ
対
策
の
病
床
が
整

備
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
従

事
者
に
つ
い
て
は
現
状
の
中
で
、

対
応
で
き
る
問
題
で
も
な
い
と

い
う
事
を
念
頭
に
置
い
て
、
今

後
の
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ク

ラ
ス
タ
ー
や
重
症
患
者
が
発
生

し
た
場
合
に
島
外
に
搬
送
で
き

る
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
あ
た
っ
て
は

副
反
応
も
出
る
場
合
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
対
応

も
し
っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
五

十
九
歳
以
下
の
若
い
方
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
も
、
速
や

か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
再
度

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

十
分
、
配
慮
し

な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

の
関
係
で
す
が
、
Ｉ
Ｐ
告
知
放

送
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

今
現
在
、
順
調
に
進
ん
で
い
て
、

七
月
い
っ
ぱ
い
に
は
終
わ
る
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
副
反
応

に
つ
い
て
は
、
若
干
熱
が
出
る
、

湿
疹
が
出
る
、
痛
み
が
残
る
な

ど
、
そ
う
い
う
話
は
聞
い
て
お

り
ま
す
が
、
今
現
在
、
大
き
な

反
応
で
事
故
が
起
き
た
と
い
う

報
告
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
点
に
も
現
場
の
方
に
は

十
分
注
意
し
な
が
ら
行
う
よ
う

指
示
を
し
て
い
ま
す
。

松
村
議
員　

ワ
ク
チ
ン
を
打
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
コ
ロ

ナ
の
感
染
者
が
無
く
な
る
と
い

う
訳
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
辺

を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
町
民

皆
様
が
こ
の
コ
ロ
ナ
に
対
し
て

本
町
の
医
療
機
関
で
も
対
応
が

で
き
る
ん
だ
と
い
う
事
で
、
安

心
に
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な

町
づ
く
り
を
要
望
し
て
、
私
の

質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

大
型
の
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
に
、
現

状
で
は
対
応
で
き
な
い
と
承
知

し
て
い
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら

町
民
の
皆
さ
ん
も
島
外
に
出
ら

れ
る
時
、
そ
れ
か
ら
普
段
日
常

生
活
を
し
て
い
る
中
で
も
、
十

分
な
感
染
症
の
予
防
対
策
を
取

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
者
に
与
え
る
影
響
は
極
め

て
大
き
い
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
関

し
て
、
昨
年
度
本
町
で
は
国
、

道
の
支
援
制
度
に
先
駆
け
、
飲

食
事
業
者
や
小
売
販
売
事
業
者

等
を
中
心
に
町
独
自
の
一
時
支

援
金
の
支
給
を
実
施
し
、
ま
た
、

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
財
源
と
し
、
町
内
全
事
業

者
に
対
し
て
感
染
防
止
対
策
の

取
り
組
み
に
対
す
る
協
力
金
の

支
給
、
さ
ら
に
は
観
光
客
の
減

少
に
よ
り
売
り
上
げ
が
著
し
く

減
少
し
た
事
業
者
に
対
し
て
、

別
枠
で
の
経
済
支
援
金
を
支
給

す
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
経
営
の
安
定
、
翌
年
度
へ

の
事
業
継
続
に
繋
が
る
支
援
を

実
施
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
合

わ
せ
て
、
国
の
臨
時
交
付
金
を

始
め
と
し
た
、
各
支
援
制
度
の

活
用
に
あ
た
り
、
町
内
事
業
者

に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

谷
議
員　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊

急
事
態
宣
言
下
と
な
っ
て
お
り
、

本
町
の
観
光
業
、
商
工
業
の
経

営
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
や
道
に
対
し

て
臨
時
交
付
金
等
の
財
政
支
援

の
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

現
在
、
国
の
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い

る
状
況
の
中
、
町
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
を
第
一
に

考
え
、
緊
急
事
態
措
置
に
基
づ

く
飲
食
店
等
へ
の
時
間
短
縮
営

業
の
協
力
要
請
を
始
め
、
町
民

に
対
す
る
感
染
リ
ス
ク
軽
減
の

た
め
の
行
動
自
粛
の
要
請
、
来

島
者
に
対
す
る
利
尻
礼
文
両
島

で
の
不
要
不
急
の
来
島
自
粛
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
等
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
は
町
内
消
費
の
落

ち
込
み
は
顕
著
と
な
り
、
関
係

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
光
業
、

商
工
業
の
財
政
支
援
に
つ
い
て

谷　

智
晴　
議
員

議会を傍聴しましょう
町政の主人公は町民の皆さんです！

定例町議会は年4回（3・6・9・12月）に開かれます。



制
度
説
明
会
や
個
別
相
談
会
を

実
施
し
、
給
付
金
申
請
サ
ポ
ー

ト
等
、
利
尻
町
商
工
会
や
金
融

機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
実
施
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
緊
急
事
態
宣
言
の

対
象
地
域
に
北
海
道
が
指
定
さ

れ
た
事
を
踏
ま
え
、
道
と
し
て

も
国
に
対
し
、
改
め
て
支
援
の

要
望
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ

り
ま
す
が
、
現
在
の
緊
急
事
態

措
置
で
は
酒
類
を
提
供
す
る
店

舗
や
夜
間
営
業
の
店
舗
等
へ
の

対
策
が
優
先
さ
れ
、
そ
の
た
め

の
協
力
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る

事
と
な
り
ま
す
が
、
町
内
を
見

ま
す
と
、
給
付
対
象
外
の
店
舗

に
お
い
て
も
自
主
休
業
を
強
い

ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
休
業
店
舗
の
確
認

の
他
、
売
り
上
げ
減
少
等
に
つ

い
て
個
別
に
事
業
者
に
対
し
聞

き
取
り
を
行
う
な
ど
、
現
状
の

把
握
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
影

響
の
大
き
い
事
業
者
の
経
営
安

定
に
向
け
た
支
援
策
に
つ
い
て
、

早
急
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
関
連
事
業
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
の
秋
以
降
国
の

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
道

民
割
等
の
実
施
に
よ
り
一
時
的

に
観
光
の
入
れ
込
み
も
回
復
傾

向
と
な
っ
た
も
の
の
、
今
年
四

月
以
降
は
団
体
ツ
ア
ー
の
キ
ャ

ン
セ
ル
が
相
次
ぐ
な
ど
、
宿
泊

施
設
や
土
産
店
等
で
は
昨
年
同

様
非
常
に
厳
し
い
経
営
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
と

し
て
も
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
早
急
に

商
工
会
を
中
心
と
し
て
関
係
団

体
と
の
協
議
を
進
め
、
対
応
策

等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

た
め
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
は

国
や
道
に
対
し
て
し
っ
か
り
と

要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
の
経

済
的
影
響
は
本
町
に
特
化
し
た

も
の
で
は
な
く
、
全
国
共
通
の

問
題
で
あ
り
ま
す
。
本
町
を
含

む
離
島
地
域
で
は
、
そ
の
地
理

的
環
境
か
ら
離
島
振
興
法
や
特

定
有
人
国
境
離
島
地
域
の
指
定

を
受
け
て
お
り
、
同
様
の
指
定

を
受
け
る
利
尻
富
士
町
や
礼
文

町
、
そ
れ
か
ら
道
内
離
島
町
と

も
足
並
み
を
揃
え
、
国
や
道
に

対
し
要
望
を
行
っ
て
い
く
事
が

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、
適
切
な
コ

ロ
ナ
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

議
員
皆
様
、
町
民
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

谷
議
員　

昨
年
は
交
付
金
が
あ

っ
て
な
ん
と
か
乗
り
越
え
る
事

が
で
き
ま
し
た
が
、
ア
ル
バ
イ

ト
従
業
員
等
に
対
す
る
手
当
的

な
も
の
が
な
か
っ
た
も
の
で
す

か
ら
、
そ
の
辺
の
財
政
支
援
が

あ
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
利
礼
三
町
が
有
人
国
境

離
島
振
興
法
の
特
定
地
域
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
利
礼
三

町
の
首
長
と
関
係
機
関
と
で
国

や
道
の
支
援
の
要
請
を
お
願
い

申
し
上
げ
て
質
問
を
終
わ
り
ま

す
。

上
遠
野
町
長　

内
容
等
を
十
分

精
査
し
な
が
ら
早
急
に
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

谷
議
員　

昨
年
は
例
年
に
な
い

大
雪
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

も
大
雪
が
予
想
さ
れ
る
事
か
ら
、

除
雪
対
策
に
よ
り
一
層
の
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
見
解
を
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

上
遠
野
町
長　

昨
年
か
ら
今
年

の
春
に
か
け
て
、
例
年
に
な
い

大
雪
で
町
民
の
皆
さ
ん
は
大
変

ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
承

知
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
最
近

は
異
常
気
象
が
続
き
気
候
の
変

動
が
激
し
く
除
雪
対
策
に
は
ど

こ
の
市
町
村
で
も
頭
を
悩
ま
せ

て
い
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

各
地
域
や
各
家
庭
の
要
望
に
沿

っ
て
、
居
住
の
状
況
に
あ
っ
た

除
雪
対
策
を
で
き
れ
ば
そ
れ
に

越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

除
雪
費
用
が
か
さ
む
事
、
町
民

皆
さ
ん
に
税
負
担
を
お
願
い
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
私
が
記
憶

し
て
い
る
限
り
で
は
除
雪
費
用

は
国
や
道
に
お
願
い
し
て
も
特

別
交
付
税
の
対
象
で
は
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
の
年
の
雪
の

状
況
に
よ
っ
て
は
財
源
不
足
と

な
っ
た
場
合
、
殆
ど
支
援
は
求

め
ら
れ
な
い
、
期
待
は
で
き
な

い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

自
主
財
源
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
他
の
事
務
事
業
に
も
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
出
て
き
ま

す
。
非
常
に
危
惧
さ
れ
る
問
題

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

除
雪
の
問
題
は
高
齢
化
が
進
む

中
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

も
増
え
て
き
て
い
る
現
状
で
あ

り
ま
し
て
、
そ
れ
ら
お
年
寄
り

の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、

何
と
か
支
援
を
し
て
あ
げ
た
い
、

そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
町
民
皆
様
の
中
に

は
自
分
の
お
金
で
業
者
に
委
託

し
て
除
雪
し
て
い
る
方
や
お
年

寄
り
の
中
に
も
自
分
で
経
費
負

担
を
し
て
除
雪
を
依
頼
し
て
い

る
方
も
い
る
事
か
ら
、
当
然
そ

れ
ら
の
人
た
ち
の
バ
ラ
ン
ス
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
早
め
に
担
当
課

と
考
え
方
を
整
理
し
、
秋
ま
で

に
は
私
の
公
約
で
あ
り
ま
す
地

5

除
雪
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策
に
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て
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目



域
懇
談
会
を
早
く
に
開
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
機
会
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
状

況
や
要
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら

関
係
機
関
と
の
連
携
も
図
り
な

が
ら
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

谷
議
員　

空
き
地
を
一
時
的
に

雪
の
仮
置
き
場
と
し
て
、
機
材

が
空
い
て
る
と
き
に
捨
て
、
ま

た
、
機
材
が
追
い
つ
か
な
い
場

合
は
民
間
業
者
の
力
を
借
り
て
、

町
民
の
た
め
に
き
め
細
や
か
な

除
雪
対
策
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

上
遠
野
町
長　

利
尻
町
全
体
と

考
え
た
時
に
、
仙
法
志
地
区
や

新
湊
、
栄
浜
地
区
だ
と
か
色
々

な
状
況
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

う
い
う
地
区
の
人
た
ち
も
そ
の

状
況
で
我
慢
し
な
が
ら
や
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
お

り
ま
す
。
全
体
と
し
て
ど
う
い

う
風
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
状
況
を
把
握
し

て
、
現
場
と
北
海
道
、
関
係
機

関
と
も
十
分
話
し
合
い
な
が
ら

対
応
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
色
ん
な
部
分
を
こ
れ
か
ら

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
で
お
り
ま
す
が
、
個

人
で
重
機
を
持
っ
て
、
溜
め
た

雪
を
ど
う
す
る
ん
だ
と
い
う
形

に
な
り
ま
す
と
、
当
然
受
益
者

負
担
と
い
う
費
用
負
担
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

情
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
承

知
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
議
員　

雪
の
降
り
始
め
と
終

わ
り
に
か
け
て
ア
イ
ス
バ
ー
ン

状
態
に
な
り
、
毎
年
の
よ
う
に

け
が
人
が
出
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
注
意
喚
起
な
ど
の
呼

び
か
け
を
す
る
な
ど
、
町
民
に

優
し
い
町
づ
く
り
を
お
願
い
し

て
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

十
分
考
慮
し
て

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

承
諾
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ

が
住
民
に
十
分
に
理
解
さ
れ
て

い
た
と
い
う
形
と
は
思
わ
れ
ず
、

関
係
機
関
と
協
議
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
環
境
省
に
今

後
の
事
業
を
取
り
下
げ
る
事
も

含
め
て
当
町
と
し
て
の
考
え
方

を
確
認
し
て
お
り
、
未
実
施
で

調
査
取
り
止
め
の
場
合
、
賠
償

請
求
の
可
能
性
も
あ
り
得
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
調
査
を
始

め
て
か
ら
町
民
の
反
対
が
多
い

と
い
う
状
況
で
調
査
中
止
と
い

う
形
で
あ
れ
ば
過
失
は
発
生
し

な
い
と
の
見
解
も
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
後
予
定
さ
れ
て

い
る
調
査
の
内
容
を
詳
し
く
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
四
年
間
の
調

査
で
は
調
査
海
域
や
海
底
、
海

岸
、
漁
場
等
に
は
一
切
手
を
加

え
な
い
こ
と
や
風
車
や
海
底
ケ

ー
ブ
ル
等
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備

も
一
切
行
わ
な
い
。
船
舶
に
よ

る
風
況
調
査
や
海
況
の
調
査
に

終
始
す
る
と
の
事
で
、
今
現
在

漁
業
関
係
者
の
皆
様
が
心
配
し

て
お
ら
れ
る
漁
業
へ
の
影
響
は

調
査
事
業
に
関
し
て
は
一
切
な

い
と
い
う
報
告
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
後
の

調
査
の
状
況
に
よ
っ
て
は
調
査

計
画
の
変
更
も
考
え
ら
れ
る
事

佐
藤
議
員　

利
尻
島
沖
に
浮
体

式
洋
上
風
力
発
電
導
入
の
可
能

性
調
査
に
応
募
採
択
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
洋
上
風
力
が
も
た

ら
す
景
観
や
動
植
物
な
ど
、
自

然
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

洋
上
風
力
発
電
の
建
設
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の

よ
う
な
方
向
に
進
む
の
か
、
町

長
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

洋
上
風
力
発
電

の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

の
地
球
温
暖
化
計
画
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
、
パ
リ
協
定
に

基
づ
く
長
期
戦
略
の
見
直
し
に

よ
り
、
二
○
五
○
年
脱
炭
素
社

会
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
及
び
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
関
係
省
庁
、
自
治
体
等
の
連

携
の
在
り
方
に
よ
り
北
海
道
に

お
い
て
も
道
民
、
事
業
者
、
行

政
等
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
と
の
方
針
を
受
け
て
、

前
町
長
の
政
策
判
断
と
し
て
地

球
温
暖
化
対
策
、
二
酸
化
炭
素

排
出
抑
制
、
離
島
の
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源

確
保
、
新
た
な
産
業
と
し
て
水

素
製
造
販
売
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
産
業
の
推
進
、
雇
用
の
拡
充
、

調
査
団
や
視
察
団
等
、
交
流
人

口
の
増
、
固
定
資
産
税
の
増
、

法
人
税
の
増
等
、
当
町
の
地
域

活
性
化
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

有
益
で
あ
る
と
判
断
し
、
あ
く

ま
で
も
可
能
性
調
査
と
し
て
、

応
募
に
あ
た
っ
て
は
事
前
に
議

会
を
始
め
、
組
合
関
係
者
等
へ

の
概
要
の
説
明
を
し
、
応
募
の

承
諾
を
得
て
、
委
託
事
業
の
受

託
に
応
募
し
た
と
報
告
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
環
境
省
の
応
募

条
件
の
中
に
応
募
す
る
自
治
体

は
住
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

十
分
に
得
ら
れ
て
い
る
事
と
い

う
項
目
が
あ
り
ま
し
て
、
議
会

や
組
合
幹
部
へ
の
事
前
説
明
と
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か
ら
、
も
し
調
査
を
受
け
入
れ

ざ
る
を
得
な
い
と
し
た
場
合
は

条
件
と
し
て
調
査
の
目
的
を
は

っ
き
り
す
る
事
、
調
査
結
果
は

毎
年
度
報
告
す
る
事
、
調
査
終

了
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
調
査

の
途
中
で
あ
っ
て
も
動
向
に
つ

い
て
そ
の
都
度
協
議
す
る
事
、

さ
ら
に
当
地
域
は
利
尻
礼
文
サ

ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
の
中
に
入
っ

て
お
り
、
自
然
環
境
や
動
植
物

の
保
護
、
景
観
の
保
護
等
は
環

境
省
が
管
轄
し
て
お
り
、
本
調

査
の
検
討
協
議
会
に
は
環
境
省

北
海
道
地
方
環
境
事
務
所
も
参

画
し
て
い
る
事
か
ら
、
該
当
市

町
村
や
団
体
と
の
交
渉
や
説
明
、

そ
れ
は
環
境
省
が
責
任
を
も
っ

て
行
う
事
等
、
関
係
者
連
名
で

書
面
で
の
確
約
が
で
き
る
か
ど

う
か
を
検
討
協
議
す
る
よ
う
に

し
て
お
り
、
現
在
協
議
中
で
あ

り
ま
す
が
、
今
後
の
動
向
に
つ

き
ま
し
て
は
分
か
り
次
第
議
会

や
組
合
関
係
者
、
町
民
皆
様
に

お
知
ら
せ
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
時
間
を

お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

佐
藤
議
員　

洋
上
風
力
発
電
の

建
設
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
何
も

説
明
な
く
進
め
ら
れ
た
経
緯
が

あ
り
、
漁
業
者
の
皆
さ
ん
も
本

当
に
困
惑
し
た
事
を
聞
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
利
尻
島

は
自
然
環
境
的
に
も
世
界
的
に

す
ご
く
注
目
さ
れ
て
い
る
場
所

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
洋
上
風

力
が
も
た
ら
す
環
境
や
動
植
物

へ
の
影
響
は
容
易
に
想
像
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
現
在
協
議
中

で
、
最
終
的
に
は
町
民
の
判
断

を
得
る
と
い
う
事
で
し
た
の
で
、

今
後
、
し
っ
か
り
と
町
民
に
対

し
て
の
情
報
提
供
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
質
問
を
終
わ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

こ
れ
か
ら
の
町

の
事
を
考
え
た
時
に
こ
れ
は
間

違
い
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
し
、
今
後
、
十
分
町
民
皆
さ

ん
と
関
係
者
に
分
か
り
や
す
い

よ
う
に
説
明
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
脱
炭
素
と
い

う
形
で
国
が
ど
う
い
う
風
に
進

ん
で
い
く
の
か
、
十
分
注
視
し

な
が
ら
、
ま
た
、
当
町
と
し
て

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
か
内
部
で
も
協

議
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

続
き
計
画
的
な
運
用
を
図
っ
て

い
く
よ
う
努
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
町
政
運
営
も
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
始
め
、

山
積
し
て
い
る
課
題
に
一
つ
ず

つ
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
議
会
の
皆
様
、
町
民
皆
様

の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
事
務
事
業
の
見

直
し
を
図
り
、
健
全
財
政
へ
の

堅
持
に
務
め
る
覚
悟
で
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
役
場
体

制
の
機
構
改
革
も
図
り
な
が
ら
、

事
務
事
業
の
優
先
順
位
を
見
極

め
、
取
捨
選
択
を
図
り
、
財
政

運
営
が
硬
直
化
し
な
い
よ
う
、

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
利
尻
町
の
未
来
の
た
め
に

次
の
世
代
や
時
代
を
担
う
子
ど

も
達
に
夢
と
希
望
の
持
て
る
町

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
お
り
ま
す
の
で
、
議
会
の
皆

様
、
町
民
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐
藤
議
員　

事
業
の
見
直
し
は
、

と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

普
通
交
付
税
、
一
般
財
源
が
減

少
の
一
途
を
た
ど
る
中
で
今
ま

で
同
規
模
の
事
業
で
も
実
施
は

佐
藤
議
員　

普
通
交
付
税
、
一

般
財
源
が
減
少
の
一
途
を
た
ど

る
中
、
今
後
の
事
業
の
実
施
を

考
え
る
と
財
政
調
整
基
金
の
更

な
る
減
少
と
公
債
費
比
率
が
上

昇
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
健
全
財

政
を
実
現
す
る
た
め
、
現
在
の

財
政
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
町
長
に
お
尋
ね
い
た
し

ま
す
。

上
遠
野
町
長　

当
町
の
財
政
は

決
し
て
豊
か
な
も
の
で
は
な
く
、

国
や
北
海
道
の
補
助
金
や
優
良

な
起
債
を
活
用
し
て
、
町
民
の

要
望
に
応
え
る
た
め
の
事
務
事

業
を
実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
財
源
不

足
の
状
況
は
こ
こ
数
年
慢
性
化

し
て
い
た
も
の
と
推
察
し
て
お

り
、
強
い
危
機
感
を
覚
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
年

度
の
普
通
交
付
税
に
つ
き
ま
し

て
も
、
七
月
に
算
定
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、
当
初
予
算
で
は
対

前
年
比
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
十

七
億
一
千
万
円
で
見
込
ん
で
は

い
る
も
の
の
、
前
年
に
実
施
さ

れ
た
国
勢
調
査
結
果
の
人
口
が

今
後
五
年
間
算
定
の
基
礎
と
な

り
、
人
口
減
の
影
響
か
ら
減
額

も
予
想
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
一
方
既
に
議
会
で
も
報
告

さ
れ
て
お
り
ま
す
、
起
債
発
行

に
影
響
が
あ
り
ま
す
実
質
公
債

費
比
率
で
は
平
成
二
十
六
年
度

よ
り
起
債
に
許
可
が
必
要
と
な

る
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
っ

て
お
り
、
今
後
も
単
年
度
の
起

債
発
行
額
は
元
利
償
還
額
を
超

え
な
い
よ
う
調
整
し
な
が
ら
、

起
債
残
額
の
減
少
に
繋
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
基
金
の
状

況
は
令
和
二
年
度
末
で
総
額
三

億
三
千
万
円
程
の
残
高
で
あ
り

ま
し
て
、
特
に
財
政
調
整
基
金

や
減
債
基
金
は
三
千
六
百
万
円

程
で
過
去
三
年
間
で
一
億
四
千

六
百
万
円
程
の
減
額
の
状
況
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ

の
他
、
目
的
基
金
の
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
等
、
増
加
し
て
い
る

項
目
も
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
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既
に
限
界
を
超
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
の
数
値
は
健
全
財
政
の
範

囲
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
、
同
規
模
の
事
業
の
実
施

を
続
け
る
と
財
政
調
整
基
金
の

さ
ら
な
る
減
少
と
公
債
費
比
率

が
上
昇
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
ま
す
。
抜
本
的
な
構
造
改

革
を
し
な
け
れ
ば
、
将
来
若
い

世
代
に
負
担
を
残
す
こ
と
に
繋

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
病
院
や

特
養
に
つ
い
て
は
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
の
額
が
大
き
い
で

す
が
、
町
民
と
密
接
に
関
係
し

て
い
る
機
関
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ま
り
町
民
の
皆
様
に
影

響
の
な
い
形
で
経
費
の
削
減
を

で
き
る
か
、
し
っ
か
り
と
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
建

物
が
古
く
な
る
と
修
繕
費
が
ど

ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
は
あ
ま
り
見
え
に

く
い
で
す
け
れ
ど
も
、
じ
わ
じ

わ
と
財
政
を
圧
迫
し
て
い
き
ま

す
。
提
案
で
す
が
今
ま
で
分
散

し
て
い
る
病
院
や
特
養
、
希
望
、

友
愛
等
、
福
祉
施
設
、
保
育
所

等
、
ま
と
め
て
一
棟
の
建
物
と

し
て
新
築
す
る
事
も
現
在
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
維
持
費
を
削
減
す

る
た
め
に
は
有
効
か
と
思
い
ま

す
。
町
民
に
直
接
関
係
す
る
医

療
や
福
祉
に
関
し
て
は
慎
重
に

検
討
を
行
い
な
が
ら
町
民
に
使

い
や
す
く
町
の
負
担
も
少
な
い

充
実
し
た
新
し
い
医
療
と
福
祉

の
一
体
と
な
っ
た
施
設
の
建
設

も
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
上
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
も
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
部
分
で
は
あ
り
ま
す

が
、
人
口
減
少
と
共
に
歳
入
の

減
少
や
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
費

の
部
分
で
将
来
的
に
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
く
る
部
分
で
は
あ

り
ま
す
。
こ
の
部
分
も
し
っ
か

り
と
未
来
を
見
据
え
て
計
画
的

な
財
政
運
営
に
繋
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
、
閉
校
に
な
っ
た
校
舎

や
国
か
ら
の
払
い
下
げ
た
未
利

用
の
施
設
の
利
活
用
は
当
然
維

持
費
が
か
か
り
ま
す
し
、
現
在

行
わ
れ
て
い
る
事
業
の
内
容
を

見
て
も
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
場
に
税

金
を
投
入
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
も
疑
問
を
感
じ
ま
す
。
も
と

も
と
あ
る
施
設
の
有
効
活
用
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
ぜ
ひ
と
も
職

員
の
力
を
結
集
し
て
健
全
財
政

を
堅
持
し
な
が
ら
町
民
皆
様
に

佐
藤
議
員　

町
長
の
所
信
表
明

の
中
で
若
者
の
定
住
促
進
の
た

め
に
新
し
い
産
業
の
導
入
に
も

力
を
入
れ
ら
れ
る
事
を
表
明
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
定

住
促
進
対
策
と
し
て
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
事
か
ら
進
め
て
い

く
の
か
、
ま
た
、
新
し
い
産
業

に
つ
い
て
は
農
業
、
林
業
、
畜

産
な
ど
、
町
長
が
描
く
本
町
の

新
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

当
町
の
定
住
移

住
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二

○
一
八
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た

第
六
次
総
合
振
興
計
画
、
昨
年

度
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
、
第
二

期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合

戦
略
に
基
づ
き
、
定
住
対
策
を

始
め
、
関
係
人
口
の
創
出
、
拡

大
な
ど
の
推
進
を
図
る
た
め
、

国
や
北
海
道
等
の
支
援
制
度
を

活
用
し
、
昨
年
度
か
ら
定
住
移

住
施
策
の
拠
点
と
し
て
旧
沓
形

中
学
校
を
利
活
用
し
た
各
種
ソ

フ
ト
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
若
者
の
定
住
促
進
の
た
め

に
農
業
、
林
業
、
畜
産
な
ど
、

新
し
い
産
業
の
導
入
に
も
力
を

入
れ
た
い
と
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
就
任
し
て
か
ら

ま
だ
一
月
余
り
と
い
う
事
も
あ

り
、
具
体
的
な
施
策
が
決
ま
っ

て
は
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

大
ま
か
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
私

は
以
前
か
ら
家
庭
菜
園
を
楽
し

ん
で
い
た
お
年
寄
り
の
人
達
が

だ
ん
だ
ん
と
野
菜
作
り
を
止
め

て
し
ま
っ
て
、
遊
休
の
畑
が
残

っ
て
、
原
野
化
し
て
い
く
の
を

見
て
い
て
、
何
故
止
め
て
し
ま

っ
た
の
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
答
え
が
歳
を
取

っ
て
き
て
畑
に
水
を
運
ん
だ
り

肥
料
を
運
ん
だ
り
す
る
事
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
。
本
当
は
ま

だ
ま
だ
や
り
た
い
ん
だ
け
ど
と

い
う
事
を
聞
い
た
時
に
、
も
し

家
庭
菜
園
用
の
農
園
を
整
備
し

て
あ
げ
た
ら
一
年
で
も
長
く
野

菜
作
り
が
で
き
て
出
来
上
が
っ

た
物
を
道
の
駅
の
よ
う
な
所
で

販
売
し
、
お
年
寄
り
達
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
た

ら
い
い
な
と
い
う
漠
然
と
し
た

イ
メ
ー
ジ
で
考
え
て
お
り
ま
し

た
。
私
の
友
人
が
福
岡
に
お
り

ま
し
て
、
果
樹
農
園
で
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得

ま
し
て
、
色
々
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
中
で
、
た
ま
た
ま

私
の
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
事
が

実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
の
を
見

て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
経
験
か

ら
当
町
で
も
農
業
政
策
は
決
し

て
不
可
能
で
は
な
い
し
、
今
、

考
え
ら
れ
て
い
る
ソ
ー
ラ
ー
発

電
等
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
る
農

業
も
決
し
て
夢
で
は
な
い
。
そ

う
い
う
思
い
で
お
り
ま
す
。
そ

ん
な
事
か
ら
以
前
は
行
わ
れ
て

い
た
畜
産
で
も
、
遊
休
地
を
利

し
っ
か
り
と
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、
所
信
表
明
で
も

掲
げ
て
お
り
ま
し
た
、
利
尻
町

の
夢
と
希
望
の
あ
る
町
、
町
民

が
安
心
し
て
住
み
続
け
る
町
を

目
指
し
て
町
政
の
運
営
に
あ
た

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

一
つ
一
つ
検
討

し
ま
し
て
、
健
全
財
政
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

若
者
の
定
住
促
進
の
た
め
の

新
し
い
産
業
の
導
入
に
つ
い
て

3
問
目
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活
用
し
た
観
光
牧
場
の
よ
う
な

も
の
、
林
業
で
も
菜
の
花
や
ラ

ベ
ン
ダ
ー
畑
の
よ
う
な
利
尻
に

あ
っ
た
花
畑
の
造
成
、
風
倒
木

や
間
伐
材
を
利
活
用
し
た
木
工

芸
、
炭
焼
き
な
ど
。
ま
た
、
あ

る
記
事
の
中
で
は
昔
、
天
塩
町

で
は
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
を
木
材
と

し
て
加
工
し
て
欧
州
に
送
り
、

そ
の
良
質
な
木
材
は
高
級
バ
イ

オ
リ
ン
の
部
材
と
し
て
珍
重
さ

れ
た
、
そ
う
い
う
記
事
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
い
う
事
か
ら
決

し
て
林
業
も
不
可
能
な
事
で
は

な
い
。
そ
う
い
う
思
い
で
お
り

ま
す
。
あ
く
ま
で
も
今
は
私
自

身
の
イ
メ
ー
ジ
で
こ
の
問
題
は

一
長
一
短
に
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
今
後

は
職
員
だ
け
で
は
な
く
て
、
町

内
の
若
い
人
達
や
シ
ル
バ
ー
世

代
の
人
達
と
も
話
し
合
う
機
会

を
持
ち
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
事

に
挑
戦
し
て
今
後
の
定
住
政
策

や
町
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は

も
う
一
つ
所
信
表
明
の
中
で
過

疎
か
ら
の
脱
却
は
単
に
人
口
が

増
え
る
事
だ
け
で
は
な
く
て
、

町
民
一
人
一
人
が
明
る
く
健
康

で
夢
の
あ
る
笑
い
声
の
絶
え
な

い
元
気
の
あ
る
町
に
な
る
事
、

そ
う
い
う
提
言
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
若
い
人
も
お
年
寄
り

の
人
達
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
考
え
、
協

働
し
て
町
づ
く
り
に
参
画
し
て

い
た
だ
き
、
希
望
の
持
て
る
町

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
は
具
体
的

に
お
話
し
で
き
な
い
の
が
残
念

で
す
け
ど
も
、
一
つ
一
つ
実
現

で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
議
会
の
皆
様
町

民
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

佐
藤
議
員　

宗
谷
管
内
で
も
中

頓
別
町
さ
ん
と
か
で
は
ワ
イ
ン

用
の
ブ
ド
ウ
の
試
験
栽
培
を
さ

れ
た
り
、
猿
払
村
さ
ん
で
も
イ

チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
と
か
報
道
で
見

ま
し
た
。
宗
谷
管
内
で
も
色
々

と
そ
う
い
う
動
き
や
新
し
い
動

き
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
利
尻

も
新
し
い
産
業
、
特
に
農
業
、

林
業
、
畜
産
と
い
う
事
な
ん
で

す
が
、
そ
の
一
次
産
業
が
実
現

し
若
者
が
本
当
に
定
住
で
き
る

仕
組
み
ま
で
い
く
の
で
あ
れ
ば

本
当
に
利
尻
島
の
産
業
革
命
っ

て
言
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
こ
の
試
み
は
大
切
な

事
で
あ
り
ま
す
し
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
価
値
は
十
分
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
で
す
が
、

仮
に
生
産
技
術
が
あ
っ
て
も
生

産
体
制
の
構
築
、
そ
の
他
、
販

路
も
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
定
住
で
す
の
で
住
居

も
必
要
で
す
。
土
地
の
購
入
や

借
用
、
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
す
ぐ
に
で
き
る
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
計
画
を
立
て
て
着

実
に
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
、
明
る
い
未
来
に
向
か

っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
議
員

と
し
て
町
民
の
一
人
と
し
て
新

し
い
産
業
の
導
入
に
は
本
当
に

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
町
長
も
退
職
後
、

日
本
全
国
色
々
な
個
所
を
回
ら

れ
、
見
聞
を
広
げ
て
き
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
色
ん

な
目
線
が
必
要
で
す
し
、
ア
イ

デ
ア
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
経
験
が
少
な
い
若
手
職

員
に
つ
い
て
も
先
進
地
に
視
察

で
す
と
か
、
現
地
で
研
修
や
人

事
交
流
等
も
取
り
入
れ
て
い
た

だ
い
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

実
現
に
向
け
て
進
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

進
展
を
期
待
し
ま
し
て
質
問
を

終
わ
り
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

議
会
の
皆
さ
ん

の
方
か
ら
林
業
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
強
化
を
意
見
書
と
い
う
形
で
、

た
ま
た
ま
で
す
が
提
出
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
林
業
等
に
関

し
て
も
考
え
る
事
が
で
き
た
ら

そ
れ
も
い
い
事
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
色
ん
な
部
分
で
新
し

い
産
業
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

佐
藤
議
員　

地
方
公
務
員
に
も

人
事
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
本
町
の
人
事
評

価
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
本
町
職
員
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
町
長
に
お
尋
ね
い
た
し

ま
す
。

上
遠
野
町
長　

人
事
評
価
制
度

の
背
景
に
は
地
方
自
治
体
に
お

い
て
は
、
地
域
人
口
の
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
産
業
構

造
の
変
化
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
高

度
化
、
多
様
化
、
地
域
労
働
人

口
の
減
少
等
と
い
っ
た
様
々
な

環
境
の
変
化
に
さ
ら
さ
れ
、
行

政
自
体
と
し
て
の
運
営
も
必
然

的
に
変
化
を
迫
ら
れ
て
お
り
、

自
治
体
職
員
と
し
て
は
年
々
厳

し
さ
が
増
し
て
い
く
環
境
条
件

の
中
で
、
よ
り
高
い
成
果
を
生

み
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

い
て
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
職
務
遂
行
を

可
能
に
す
る
仕
組
み
へ
と
変
革

し
て
い
く
事
が
求
め
ら
れ
、
本

町
と
し
て
も
地
方
公
務
員
法
の

改
正
に
伴
い
、
二
○
一
六
年
十

一
月
に
、
評
価
、
育
成
、
活
用
、

処
遇
と
い
っ
た
人
事
管
理
の
仕

組
み
を
整
備
、
改
善
し
、
新
た

な
人
事
管
理
制
度
を
導
入
し
、

実
施
要
項
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
人
事
管
理
制
度
は
職
員

個
々
の
能
力
開
発
を
促
進
し
、

望
ま
し
い
行
動
へ
と
変
容
さ
せ

ら
れ
る
指
導
教
育
の
仕
組
み
及

9
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メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

4
問
目



び
職
務
上
の
問
題
解
決
を
促
進

す
る
体
制
を
構
築
す
る
事
に
よ

り
、
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
地

域
政
策
課
題
に
対
応
し
得
る
有

効
な
組
織
体
制
づ
く
り
を
通
し

て
、
町
民
の
負
託
に
応
え
る
事

に
あ
わ
せ
、
職
員
の
や
り
が
い

を
向
上
さ
せ
る
事
を
目
的
と
し

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
人
事
管
理
制
度
を
整
備
す

る
と
い
う
事
は
、
取
り
も
直
さ

ず
曖
昧
に
な
り
が
ち
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
機
能
に
つ
い
て
、
意

識
的
に
行
う
事
を
補
完
す
る
仕

組
み
を
整
え
る
、
そ
う
い
う
事

で
あ
り
、
今
後
、
益
々
多
様
化

し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
行
政

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
相
対
的
に
職

員
数
を
増
加
さ
せ
ら
れ
な
い
と

す
れ
ば
、
一
人
当
た
り
の
職
務

量
は
増
加
し
て
い
く
事
が
考
え

ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
中
で
組
織

内
の
上
下
関
係
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
十
分
な
関
係
の
確
保
は

難
し
く
な
っ
て
い
く
可
能
性
が

危
惧
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

事
か
ら
新
た
な
人
事
管
理
制
度

で
は
上
司
と
部
下
の
面
談
の
場

を
数
多
く
確
保
す
る
事
で
、
階

層
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
活
発
化
し
、
理
念
や
ビ
ジ
ョ

ン
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
共
有
が
図

ら
れ
る
事
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
人
事
評
価
を
行
う
事
は
職

務
遂
行
と
成
果
の
関
連
性
の
検

証
を
行
う
事
で
も
あ
り
、
職
務

目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
何
故
達
成
で
き
な
か
っ

た
の
か
を
振
り
返
っ
て
み
る
事

で
、
で
き
な
か
っ
た
原
因
を
特

定
し
、
よ
り
良
い
職
務
遂
行
の

方
法
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
得
ま
す
し
、
ま
た
、
反
対
に

高
い
職
務
の
効
果
が
得
ら
れ
た

場
合
で
も
行
動
と
そ
の
結
果
を

結
び
付
け
て
み
る
事
で
、
成
功

の
法
則
を
蓄
積
さ
せ
て
い
く
事

に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、
管
理

職
に
お
い
て
は
評
価
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
部
下
の
職
員
の

行
動
を
可
能
な
範
囲
で
意
識
的

に
観
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
な

お
且
つ
必
要
に
応
じ
て
日
常
的

な
指
導
を
す
る
事
も
必
然
的
に

求
め
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
当
町
で

も
要
綱
に
基
づ
き
、
人
事
評
価

を
実
施
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、

体
制
に
不
備
が
あ
っ
た
事
等
か

ら
、
結
果
的
に
は
実
施
に
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
人
事
評
価
は

任
用
、
給
与
、
分
限
等
、
あ
ら

ゆ
る
人
事
管
理
の
基
礎
と
な
る

員
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
ま
し
て
も
人
事
評
価
の
結

果
は
外
部
に
向
っ
て
の
も
の
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
内
部
評

価
で
あ
り
、
部
内
で
の
人
事
管

理
が
目
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

職
員
の
公
務
員
と
し
て
の
評
価

は
自
ず
と
職
員
自
体
の
普
段
の

状
況
に
出
る
も
の
で
あ
り
ま
し

て
、
町
民
の
評
価
に
通
ず
る
事

は
言
う
ま
で
も
な
い
事
で
、
職

員
一
人
一
人
が
町
民
の
負
託
に

応
え
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

佐
藤
議
員　

適
正
に
運
用
し
て

頂
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
職
員

研
修
も
取
り
入
れ
て
職
員
の
資

質
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
頑
張

っ
て
い
る
職
員
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
の
で
、
適
正
に
評
価
を
受

け
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
も
う

一
度
構
築
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
つ
い
て
も
心
の
病
を
抱
え

る
職
員
が
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

単
に
本
人
の
問
題
で
は
な
く
、

職
場
の
環
境
が
影
響
し
て
い
る

事
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
新

町
長
が
誕
生
し
ま
し
た
の
で
、

職
場
の
雰
囲
気
も
変
わ
り
、
職

員
一
人
一
人
が
楽
し
く
一
生
懸

命
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
是
非

進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

実
施
も
心
の
病
を
未
然
に
防
ぐ

事
が
で
き
る
機
会
で
あ
り
ま
す

の
で
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
適
正
な
職
員
の

張
り
付
け
を
し
て
、
年
次
休
暇

な
ど
取
り
や
す
く
働
き
や
す
い

環
境
を
是
非
と
も
作
り
、
よ
り

職
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

な
職
場
づ
く
り
を
是
非
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

管
理
職
も
含
め
、

十
分
な
配
慮
を
し
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
共
に
、
人
材
育
成
の
意
義
も

有
し
、
さ
ら
に
は
組
織
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
向
上
に
も
寄
与
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
体
制
の
整
備
を
図
り
、
適

正
な
運
用
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め

に
職
員
研
修
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
、
人
事
評
価
の
成
果
を

上
げ
る
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
職

員
の
健
康
の
管
理
を
確
保
す
る

た
め
の
衛
生
管
理
規
則
に
よ
り

総
括
衛
生
管
理
者
の
副
町
長
の

総
括
に
よ
り
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
各
職
員
に

対
し
て
は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
な
が
ら
職
員
自
ら
が

自
身
の
状
況
を
把
握
し
、
そ
の

結
果
に
よ
っ
て
は
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
対
応
を
と
っ
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
も
関
連
し
、
自
身
で
の
健

康
管
理
も
大
変
重
要
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
前
段
の
人
事

評
価
と
同
様
、
私
を
始
め
、
管

理
職
員
も
管
轄
の
職
員
の
健
康

管
理
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
職
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　10月1日（金）から10月7日（木）までは公証週間です。
　公証人は、公証役場において遺言や大切な契約などの公正証書の作成、会社を設立する際の定
款の認証などを行っています。
　公証人は、法務大臣によって任命される公務員です。

　遺言者の家族関係にふさわしい形で財産を承継させるには、遺言をしておくことが一番です。
遺産争いを防止し、紛失の心配もないので、後に残された方々が困りません。原本は公証役場で
保存していますので、偽造・変造の心配もありません。
　また、公証人が自宅や病院（施設）へ出向いて遺言書を作成することもできます。
　公証制度の詳細については、公証役場又は法務局にお問い合わせ下さい。

【お問い合わせ】
　•旭川公証人合同役場
　　　旭川市6条通8丁目37番地22　68ビル5階　☎0166－23－0098
　•名寄公証役場
　　　名寄市西1条南9丁目35番地　☎01654－3－3131
　•旭川地方法務局
　　　旭川市宮前1条3丁目3番15号　☎0166－38－1144

　日本公証人連合会のホームページにおいても、公証制度を紹介していますので、ご利用下さい。
　http://www.koshonin.gr.jp

「遺言は、公正証書で作成してみませんか？」

公証週間のお知らせ
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　協会けんぽ北海道支部では、年度内に
１回、加入者の皆さまの健診費用の一部
を補助しています。
　35歳～74歳の被保険者（ご本人）さ
まへは、がん検診を含めた充実した健診
項目の「生活習慣病予防健診」を、40歳
～74歳の被扶養者（ご家族）さまへは、
メタボリックシンドロームに着目した
「特定健康診査」の２つの健診をご用意
しております。
　また、生活習慣改善のために、メタボ
リスクの高い方に保健師による健康サポ
ート（特定保健指導）を実施しておりま
すので、こちらもぜひご活用ください。

協会けんぽ北海道支部からのお知らせ協会けんぽ北海道支部からのお知らせ
年に一度は健診を
受けましょう！

　休日や夜間に軽症の患者が安易に医療
機関へ受診すると、一刻を争う救急患者
の受け入れなどに支障が生じてしまいま
す。
　また、休日や夜間などの診療時間外に
医療機関を受診すると、割増料金がかか
ります。
　休日や夜間などの診療時間外は、緊急
性の高い場合に受診し、緊急性の低い場
合は平日の診療時間内
に受診することが、日
本の医療体制を守るこ
とや医療費の節約につ
ながります。

平日・日中の受診を
心がけましょう！

【お問い合わせ先】全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部
　　　　　　　　　☎011－726－0352（代表）



８月１日～８月３１日８月１日～８月３１日８月１日～８月３１日８月１日～８月３１日８月１日～８月３１日８月１日～８月３１日８月１日～８月３１日

択捉・国後・色丹・歯舞
えとろふ くなしり しこたん はぼまい 意識してください。

この四島は私たちの島です。

ご不明な点は、
総務課総務係まで
ご連絡ください。
 TEL 84－2345

・利尻町役場庁舎１階　・ホテル利尻
・交流促進施設どんと　・利尻町立博物館
・利尻町公民館

【返還要求署名コーナーを設置しています】

ご協力をお願いします！

北方領土返還要求運動強調月間北方領土返還要求運動強調月間北方領土返還要求運動強調月間北方領土返還要求運動強調月間北方領土返還要求運動強調月間
「知ることが」  四島返還の  第一歩

　昭和49年４月に消防吏員を拝命以来、実に40年の永
きにわたり一意専心消防業務に献身的な努力を続けた
功績は大きく他の職員の模範であり、数多くの災害で
活躍されました。平成23年４月に消防司令に昇格後は
抜群の指導力と統率力を発揮し、各種災害の発生に際
しては、率先して陣頭指揮にあたると共に部下職員の
育成強化、消防施設の充実に意を注がれました。また、
地域住民の防火防災意識の高揚と福祉の安定に尽力さ
れた功績が認められ、瑞宝単光章の栄に浴されました。

昭和49年４月に消防吏員を拝命以来 実に40年の永

瑞宝単光 章瑞宝単光 章

堀 　 清 一 氏

①勤務先　②出身地　③趣味　④抱負（一言）　⑤年齢

新採用職員紹介
①利尻町役場総務課
②沓形字本町
③料理、魚釣り、
　ギター
④早く町の暮らしに慣
　れたいです。
⑤40歳

谷 　 祐 貴　さん
たに きゆう

よろしくお願いします！
　～笑顔で一生懸命
　　　　　　がんばります～

よろしくお願いします！
　～笑顔で一生懸命
　　　　　　がんばります～

　永年にわたり、スポーツ推進委員として卓越した指
導力と絶えざる熱意をもって、北海道のスポーツ振興
に尽力され、地域の人々の健康で明るく豊かな生活の
形成に多大なる貢献をされました。

北海道スポーツ推進委員
功労者表彰

スポーツ推進委員功労者スポーツ推進委員功労者

江 戸 　 盛 氏
利尻町沓形字泉町
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特別養護老人ホーム「ほのぼの荘」から
ご報告とお礼を申し上げます
特別養護老人ホーム「ほのぼの荘」から
ご報告とお礼を申し上げます
●この度、ほのぼの荘では、備品の老朽化に伴い、「特別養護老人ホーム
　備品基金」を活用して、『タオル保温器』『リネンカート』を整備させて
　いただきました

　ほのぼの荘では、備品購入資金としていただきましたご寄附は「特別養護老人ホ
ーム備品基金」に積み立て、施設に必要な備品を購入する財源として必要に応じて
活用させていただいております。当施設に対する金品の寄附、またボランティア訪
問など、皆様の日ごろからの温かな善意に対しまして、あらためて感謝を申し上げ
ます。

《タオル保温器》 《リネンカート》
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　“キキクル”って聞いたことありますか？実は、公募により本年３月に決定した「危険度分
布」の愛称です。気象庁ホームページを開き、“キキクル”のアイコンをクリックすると、「雨
雲の動き」とともに、浸水・土砂・洪水の３つの“キキクル”画像が表示されます。これらの
画像は、雨による災害の危険度を５段階で色分けして地図上にリアルタイムで表示しています。
活用することにより災害から自分自身や大切な人の命を守ることのできる情報なので、もし、
自治体からの情報が届かない場合で、急な大雨が発生した時に役立ってくれます。
　可愛らしい愛称がつきましたが、“キキクル”はあ
くまでもあなたが知りたい地域の危険度をお知らせす
る情報です。薄紫色（非常に危険）や濃い紫色（極め
て危険）の危機が来る前に避難判断をお願いします。
　ところで、気象庁ホームページには、“キキクル”
のほかにも、安全を図るための情報がいっぱいです。
ホーム画面→【知識・解説】→【災害から身を守る】から、町・自治会・個人など立場に合わ
せたワークショップ等が選べますし、津波や熱中症など、様々な災害からどうやって身を守れ
ば良いかを紹介しています。ぜひご活用ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　●お問い合わせ先：稚内地方気象台　☎0162－23－2679

稚内地方気象台からのお知らせ稚内地方気象台からのお知らせ
“キキクル”は“危機来る”？



（保健指導係）

～幸福は健康なカラダから～
りしり元気塾

　時は金なりと言いますが、自分の健康のために１時間使うと
いうのは、価値があることではないでしょうか。利尻町の総合
健診は、約１時間で生活習慣病にかかる検査を３千円の料金で
実施できます。
　※利尻町の国保加入者の一人当たりにかかる医療費は年間で33万７千円です。また、病院
への定期受診が必要な方ですと、多くの場合、１から２か月ごとに受診が必要となり、受診
に係る時間も年間で換算すると少なくはない時間だと思います。さらに手術となれば…、入
院となれば…、多くの時間とお金を費やすこととなってしまいます。
　掛かる費用と時間を長期的に考えた時に、１年間のうちの健診に必要な１時間は、決して
無駄ではない１時間だとお伝えしたいです。

※詳細につきましては、８月19日各戸配布の『秋の総合健診のお知らせ』をご確認下さい。※詳細につきましては、８月19日各戸配布の『秋の総合健診のお知らせ』をご確認下さい。※詳細につきましては、８月19日各戸配布の『秋の総合健診のお知らせ』をご確認下さい。

※令和2年度の利尻町国保加入者の医療費から算出しています。

1時間
今月の気になる数値

◆１時間でできること

【会　　場】　交流促進施設どんと

【日　　程】　10月１日（金）・10月２日（土）

【受付時間】　①６：00～６：30　　　②６：30～７：00
　　　　　　　③７：00～７：30　　　④７：30～８：00
　　　　　　　⑤８：00～８：30　　　⑥８：30～９：00
　　　　　　　⑦９：00～９：30

【申し込み期間】　９月１日（水）～９月15日（水）
申し込み・お問合せは保健指導係まで　一般電話：84－2345／ＩＰ電話：84－9264

◆秋の総合健診のお知らせ
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　感染症の心配から健診の受診を控えている方もいるかと察しますが、生活習慣病の悪
化により、健康を失ってしまうことへの心配も大きいです。感染症対策を十分にした上
で総合健診を実施致しますので、安心してご利用いただければと思います。
　また、例年は島外で健診やドックを受けている方で、現在島外への往来を控えている
方も、ご自身の健康を見直す機会を逃さないよう、総合健診のご利用をご検討ください。



延べ来館者数3,556名、町民の方の住宅やお仕事相談22件・町外の方の移住相談80件
館内イベント9件・オンライン移住イベント9件（7／12現在）

◆所　在　地　利尻郡利尻町沓形字日出町55　旧沓形中学校技術室内
◆連　絡　先　電話：050－8880－6920　FAX：050－3510－9304
　　　　　　　IP：84－9355　メール：info@tsuginoba.com
◆開　館　時　間　9時30分～16時30分（年中無休／年末年始・荒天時等は休館）
◆施設利用料　１人500円（高校生以下200円・いずれも税込・ワンドリンク付）

＊ドリンクメニューのみのご提供です。食べ物の持ち込みは自由です。
＊定住・移住相談は無料で行っております。お気軽にご相談ください。
＊お支払いは現金の他、各種キャッシュレス決済も可能です。お気軽にお問い合わせください。

利尻町定住移住支援センター
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カフェラウンジ
（喫茶・交流スペース）

コワーキング
スペース

（共同作業スペース）

ミーティング
ルーム

（貸会議室スペース）

多目的スタジオ
スペース（オトノバ）

・女子会やお友達と

・ジョギングやお散
　歩、作業の合間、
　食後の休憩などに

・読書やゲームなど
　趣味の時間に

・テレワーク作業に

・仕事や宿題などに

・個人のパソコン作
　業などにも

・オンライン会議の
　際に
・打ち合わせや面談
　等に
・集中して作業した
　い時に

・ピアノやギターと
　いった楽器の練習
　等に
・大画面での動画視
　聴に
・お子様やご家族、
　お友達との集まりに

★住宅やお仕事相談以外にもこんな使い方が出来ます！★

各種イベント・セミナー等貸切可能です。開館時間外も承っております、ご相談ください！

2時間の事前予約制です。
ツギノバHP・電話・来館時にご予約承ります。

利尻町定住移住支援センターツギノバは

館者数3 556名 町民 方 住宅やお仕事相談22件 町外 方 移住相談8

利尻町定住移住支援センタ ツギ は
7月8日7月8日に開館一周年を迎えました開館一周年を迎えました

利尻町定住移住支援センターツギノバは
7月8日に開館一周年を迎えました



（利尻町公営塾）の活動報告
まなび café  Ri-shiまなび café  Ri-shi

6月・7月の主な活動
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お問合せ：利尻町公営塾『まなび café  Ri-shi』
☎0163-84-9112（知らせますケン）
E-mail：rishirijuku@gmail.com
URL：https://manabi-cafe-ri-shi.localinfo.jp/

『まなび café  Ri-shi』

まなcafé 基本情報
日時 平日 15:30～21:00　出入り自由 場所 旧開発宿舎

対象 高校生

月額
料金

1年生 3,000円
2年生 5,000円
3年生 7,000円

新規利用者
1ヶ月間無料！

稚内開発
建設部

ふれあい
温泉

富士見町
どんと

かふぇかふぇ りっしりっし

りっしかふぇ

かふぇ

かふぇ
まな
café

早稲田大学の学生さんとオースト
ラリアの大学に通っていた学生さ
んお二人には英語の授業の補助を
していただきました。英語の早口
言葉やゲームなどを行い、とても
盛り上がりました。

また、「学校へのスマホの持ち込
み・使用解禁すべき？」というテ
ーマでのワークショップの進行も
していただきました。見学に来て
いた京都大学の学生さんも一緒に
参加し、意見の交流などをしまし
た。

大学生が塾に来てくれました！

新規入塾者募集中！
　利尻町公営塾では入塾してくれる高校生を募集しています！
　進路、テストのための勉強はもちろん、様々な価値観に触れ自分の視野を広げるこ
とのできる場所です。
　入塾月とその次の月は授業料無料！８月に入塾すると、夏休みと９月の前期期末テ
ストの期間を無料で利用できます。
　入塾を迷っている方はぜひこの期間にお試しを！



　利尻町では、認知症になっても安心して生活をおくれるように「認知症初期集中支援事業」
を実施しています。心配なもの忘れや、「おや？」と思うような行動など、以前と違う様子
が見られたら、まずは地域包括支援センターへご相談下さい。

　40歳以上の在宅生活をしている人が、認知症状などで介護や対応にお困りの場合、
「認知症初期集中支援チーム」がご家庭へお伺いしてサポートします。

医療や介護のサービスを
利用したいが、
どうしたらよいか分からない

介護サービスを
受けさせたいが、
拒否される

認知症疾患の
診断を受けたいが、
受診を拒否される

認知症による症状が強く、
介護や対応に
困っている

【実施体制】認知症サポート医師および保健師等2名でチームを構成
【料　　金】無　料
【実施主体】利尻町

《認知症初期集中支援事業についてのお問い合わせ》
　利尻町地域包括支援センター（☎84－2345　利尻町役場代表、知らせますケン 84－9020）

財布や鍵など、置いた場所がわからなくなることがある
5分前に聞いたことを思い出せないことがある
自分の生年月日がわからなくなるときがある
今日が何月何日かわからないときがある
自分のいる場所がどこかわからなくなることがある
道に迷って家に帰ってこれなくなることがある
電気やガスが止まってしまった時に対応に困る
一日の計画を自分で立てることができない
季節や状況に合った服を自分で選ぶことができない
一人で買い物ができない
バスや電車、自動車を使って一人で外出ができない
預金の出し入れや、公共料金の支払いなど一人でできない
電話をかけることができない
自分で食事の準備ができない
薬を決まった時間に決まった分量を飲むことができない

認知症気づきのチェックリスト

＊＊＊利尻町認知症初期集中支援事業＊＊＊

もしかして認知症と思ったら？

利尻町 は 認知症にな も安心し 生活をおくれ ように「認知症初期集中支援事業」

地域包括支援センターにご相談下さい地域包括支援センターにご相談下さい

複数
当てはまったら
相談を談を
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【利尻中学校では、平成29年度より「地域とともにある学校」として、学校と地域住
民等が力を合わせて学校の運営に取り組む学校運営協議会制度を行っています。】
　去る、6月22日（火）に令和3年度第1回利尻中学校学校運営協議会が開催されました。
引き続き、中川原潔会長、佐孝直美副会長が再任され、少し遅れましたが令和３年度の
スタートを切ることが出来ました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、GIGAスクール構想が前倒され、オンライン授
業が始まるなど、withコロナを想定しながら学校教育についても新しい時代の学びと
働き方を実現する好機と捉え、誰もがどこにいても安心して質の高い教育を受け、いつ
までも学び続けられる環境を整え、学びと社会参画の好循環を生み出すことを目指し、
令和３年度の重点目標「自分の良さを見つけ、夢や希望の実現に向け努力し続ける生徒
の育成」を掲げ、「なりたい自分に一歩ずつ」をスローガンに利中の教育活動を進めて
いくこととなり、令和３年度利尻中学校学校経営のグランドデザインについて協議され、
「学校教育目標」、「学校経営の重点」、「令和３年度の学校課題」、「保護者・地域との連
携」、「教育活動」、「研修」、「学校運営組織」などの説明から意見交換を行い、学校運営
協議会として令和３年度の経営方針について承認がされました。
　次に、今年度も１年生の島内職場体験を実施することとなり、中学生を受け入れして
いただける事業者の確保を学校運営協議会委員にて行うことといたしました。
　地域にある職業や仕事について体験し、働く人々と接する学習活動となりますので、
より多くの職場のご理解とご協力、地域の皆様の温かいご支援をお願いいたします。
　今後も、進路学習のゲストティーチャー要請などについても学校運営協議会として携
わる予定ですので、今年度も順次活動の報告をさせていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利尻中学校運営協議会コーディネーター　

学校運営協議会だより学校運営協議会だより
R3.6
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　宗谷教育局では随時学習指導員を募集しております。

●職　　種　　学習指導員（非常勤）
●勤務内容　　提出物の採点、TT指導や授業のサポート　
　　　　　　　※教員免許等の資格は必要ありません
●勤務形態　　パートタイム会計年度任用職員
●任用期間　　随時～令和４年３月末
●勤務場所　　沓形小学校、仙法志小学校、利尻中学校
●給　　与　　897円～1,119円
　　　　　　　※職務経験等に応じて決定
　　　　　　　※条件に応じて通勤手当の支給あり

　勤務校など詳細は下記担当へお問い合わせください。
　申し込みの際は宗谷教育局（稚内市末広4丁目2－27）へ履歴書を送付してください。
　　　　　　担当：宗谷教育局教育支援課教育支援係　☎0162－33－3750
　　　　　　ＨＰ：http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/syk/index.htm

学習指導員の募集について



国有林では森林整備事業が始まりました。どのようなことをしているのかご紹介します。

地拵（じごしらえ）　時期：8～10月
苗木を植える前に、ササや
雑草を刈り払って、植えら
れる状態に整理する作業で
す。

利尻島の国有林では主に、
木が生えていないササ原を
地拵えして、森林を育てて
います。

「地拵」の後には苗木を植
える「植付（うえつけ）」
という作業を行います。
また紹介していきたいと思
います。

イラスト出典：北海道森林管理局

国民の森林・国有林

森 林 整 備 事 業 と は ？

GSS（グリーン・サポート・スタッフ）紹介
今年は２名体制です。

〇馬渡　　爽（まわたり　あきら：写真右）
　　初めまして！今年６月から利尻森林事務所GSSとして
　着任致しました。昨年に利尻へ移住致しました。
　　以前は神奈川の工業地帯で働いており自然とは無縁で
　したが、利尻の自然に触れて森林関係の知識を深めたい
　と思いGSSに志願致しました。
　　精一杯頑張りますので宜しくお願い致します。

〇阿部　哲哉（あべ　てつや：写真左）
　　２年目の阿部です。昨年の経験では、植物や野鳥の知
　識が足りないことを痛感しました。
　　刈払いの作業中聞こえてくる鳴き声にコマドリ？アカゲラ？など自問自答したり、見つけた花
　の写真を持ち帰り図鑑を片手に四苦八苦する毎日です。

令和3年8月令和3年8月

利尻森林事務所
  鴛泊治山事業所より

発行：宗谷森林管理署　利尻森林事務所　鴛泊治山事業所
　　　〒097－0101
　　　北海道利尻郡利尻富士町鴛泊字栄町195－1
　　　TEL＆FAX 0163－82－1529
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国民年金からのお知らせ
～国民年金保険料の納め忘れはありませんか？～

もしも…国民年金保険料の納付が困難なときは

　今一度、納付書をお確かめの上、納め忘れがありましたら早めに
納めましょう。たとえ１ヵ月分でも納め忘れた分があると、万一の
ときの障害年金や遺族年金が受けられなくなる場合もありますので、
忘れずに納めましょう！

　※付加保険料～納付月数に応じて老齢基礎年金額に上乗せされます。
　　　　　　　　（付加保険料の納付にはお申し込みが必要です。）

◆「国民年金保険料免除・納付猶予制度」の手続きを行ってください。
　保険料免除や納付猶予になった期間は老齢基礎年金の受給資格期間（原則10年以上）に算
入されます。（年金額を計算するときは、保険料免除・納付猶予期間に応じて減額されます。）
　令和３年度分の免除等の受付は令和３年７月１日から開始され、令和３年７月～令和４
年６月分までの期間を対象として審査を行います。
　また、申請時点の２年１ヵ月前の月分まで遡って申請することができます。

※申請が遅れると万一の際に障害年金などを受け取れない場合がありますので、すみやか
　に申請してください。申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行いますので、免
　除が承認されない場合があります。

令和3年度の国民年金保険料は

（付加保険料は400円）

令和3年度の国民年金保険料は

（付加保険料は400円）
16，610
（

月額月額月額
）
円です円です円です

所得の少ない方は
保険料免除制度の
手続きを！

本人・世帯主・配偶者
の所得に応じて全額ま
たは一部免除されます。

●全額免除　●4分の3免除
●半額免除　●4分の1免除

50歳未満の方は
納付猶予制度の
手続きを！

50歳未満の方が対象
です。
本人・配偶者の所得に
応じて保険料の納付が
猶予されます。

学生の方は
学生納付特例制度
の手続きを！

在学期間中の保険料の
納付を猶予します。
社会人になってから払
うことができる制度で
す。

16，610



☎0163－84－2345

利尻町役場
くらし支援課町民係

☎0162－32－1941

稚内年金事務所この記事に関する
お問い合わせ先

保険料の追納をお勧めします！

～国民年金保険料の納付は便利な口座振替で～

　不審な電話や訪問にご注意ください！

【お得な口座振替の早割制度はご存じですか？】【お得な口座振替の早割制度はご存じですか？】

◆免除された国民年金保険料を支払いたいとき
　老齢基礎年金の年金額を計算するときに、保険料の免除や猶予の承認を受けた期間があ
る場合は、保険料を全額納付した場合と比べて年金額が低額となります。
　しかし、免除等の承認を受けた期間の保険料については、後から納付（追納）すること
により、老齢基礎年金の年金額を増やすことができますので、追納を行っていただくこと
をお勧めします。なお、追納ができるのは追納が承認された月の前10年以内の免除等期
間に限られており、承認された期間のうち、原則古い期間から納付することとなります。

　一度、口座振替の手続をすることで、あなたが指定した口座から自動的に支払いされま
すので、毎月納めに行く手間がはぶけ、納め忘れの心配もなくとても便利です。
　手続き完了までに２ヵ月ほどかかりますので、お早めの手続をお願いします。

　　通常の口座振替（当月保険料の翌月末引落とし）は定額保険料ですが、当月保険料を当
　月末に引落す「早割」にすると、毎月50円（年間600円）が割引となり大変お得です。
　　早割制度を申し込みすると翌月末の口座振替にて２ヵ月分の保険料が引落としとなりま
　すが、その後の毎月の保険料が50円割引となります。
　　さらに、割引額が多い「６ヵ月前納」、「１年前納」、「２年前納」もあります。

　年金事務所などの職員をかたり、国民年金保険料を詐取さ
れる被害が発生しています。

【お得な口座振替の早割制度はご存じですか？】

日本年金機構本部

☎03－5344－1100

怪しいと感じたら、現金を支払わずに

「お客様の声受付担当」2を押してください。
　または、お近くの年金事務所までお問い合わせください。

この記事に関する
お問い合わせ先
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家 愛 今回は、2人のお友達
を紹介するよ！

あい

や

父：大樹　母：佳世

毎日たくさんの笑顔をくれる采縁は、
まさに我家のアイドル！！
これからどんな子になっていくのかな？
采縁の成長をパパもママも
楽しみにしてるね♡

渡 邉 采 縁 ちゃん（3さい）渡 邉 采 縁 ちゃん（3さい）

高橋穂乃花 ちゃん（3さい）高橋穂乃花 ちゃん（3さい）
かのほ

と え

おしゃべりが大好きで、
しっかりしていて、
可愛いものが大好きなほのか♪
弟の面倒もよく見てくれる
優しくて少しおっかない
お姉ちゃんです。

父：大輔　母：志乃

22

【お母さんから】

【お母さんから】



出動件数　火災0件　救急66件 （令和3年7月15日現在）23

消防だより消防だより NO.438

「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」
消防だより

救命講習を実施しました！救命講習を実施しました！

暑くなってくるこの時期、熱中症に注意！暑くなってくるこの時期、熱中症に注意！

　７月２日にほのぼの荘の職員を対象に救命講習を実
施しました。
　講習内容は、心肺蘇生法やAEDの取扱い方法で、職
員の皆さんはいざという時のために受講しました。
　救命講習は各コースに分かれておりますので、詳し
い内容のお問い合わせ、お申し込みなどがありました
らお気軽にご連絡下さい。
　　　　　 連絡先：消防署救急救助係　☎84－2119

　これからの季節はバーベキューや花火など火を使う機会が多くなります。
火の取り扱いには十分に注意しましょう。また、子供たちだけでは火を使
うことなく大人と一緒に使いましょう。

　熱中症とは、気温が高い場所での作業や運動により体内の水分が失われ、体温のコントロ
ールができなくなる病気です。体温上昇、めまい、体のだるさ、ひどいときには痙攣や意識
の異常など、様々な症状を引き起こします。
　家の中でも室温や湿度が高い時には、熱中症になる場合がありますので、注意が必要です。

•燃えやすいものの周りで行わない！
•後片付けの際には、完全に消火するまでその場を離れない！
•風の強い日に行わない！

バーベキューや花火などでの火の取り扱いポイント

•部屋の温度をこまめにチェック！
　（普段過ごす部屋には温度計を置くことをおすすめします。）
•のどが渇いたと感じたら必ず水分補給！
　（のどが渇いていなくてもこまめに水分補給！）
•外出の際は体を締めつけない涼しい服装で、日よけ対策も！
•無理をせず、適度に休息を！
•日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを！

熱中症とは？

熱中症予防のポイント

これからの季節はバ ベキュ や花火など火を使う機会が多くなります

夏は火の取り扱いに注意夏は火の取り扱いに注意！夏は火の取り扱いに注意！
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【まちの人口】 　1,950人　  世帯数 1,046世帯 　　男 956人　  女 994人  （令和3年7月16日現在）

発行：利尻町役場　編集：まちづくり政策課企画振興係　印刷：㈱国境
TEL 0163－84－2345　　FAX 0163－84－3553
利尻町公式ホームページ　http://www.town.rishiri.jp
Eメール　kikaku@town.rishiri.hokkaido.jp
（広報りしりに関するご意見ご要望は上記E-mailアドレスまでお寄せください。）

ぴ い ぷ るぴ い ぷ るぴ い ぷ る
（戸籍の動き） 2021年7月16日現在

ご厚情に感謝申し上げます ●
【利尻町社会福祉協議会】

●沓形字泉町　新谷江三子 様より、
　母　齊藤フサ子 様の香典返しを廃して
●仙法志字御崎　田原幸子 様より、
　夫　田原昭太郎 様の香典返しを廃して

この度、次の方から愛情銀行に金一封及び
物品が預託されましたので、紙上を借りて
お礼申し上げます。

発行：利尻町役場　編集：まちづくり政策課企画振興
TEL 0163 84 2345 FAX 0163 84

7月11日　御　崎　田 原 昭太郎 さん（91歳）
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はじめまして！ ベイビー
おめでとうございます！

6月14日  佐 藤 楓 乃ちゃん
泉町〔佐藤 裕斗・寿美〕

のか

し い な

6月30日  七 戸 志唯那ちゃん
神居〔七戸 大志・舞奈〕

海上保安庁では令和4年4月採用の
職員（海上保安大学校学生）を募集します
◆受付期間◆　インターネット：8月26日（木）～9月6日（月）
◆試験日程◆　第一次試験：10月30日（土）、10月31日（日）
◆受験資格◆
　令和３年４月１日において高等学校を卒業した日の翌日から起算して２年を経過していない者及び
　令和４年３月までに高等学校を卒業する見込みの者
◆海上保安庁職員採用のホームページアドレス及びQRコード◆
　https://www.kaiho.mlit.go.jp/ope/saiyou/bosyu/
◆問い合わせ◆　詳細については、稚内海上保安部管理課（☎0162－22－0118）
　　　　　　　　まで問い合わせください。


